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年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計
0.6~1.0 18 13 31 3.6~4.0 47 35 82 6.6~7.0 20 14 34
1.0~1.6 21 23 44 4.0~4.6 43 48 91 7.0~7.6 25 13 38
1.6~2.0 23 25 48 4.6~5.0 57 33 90 7.6~8.0 21 10 31
2.0~2.6 38 43 81 5.0~5.6 57 47 104 8.0~8.6 18 21 39
2.6~3.0 24 19 43 5.6~6.0 49 54 103 8.6~9.0 10 8 18
3.0~3.6 41 28 69 6.0~6.6 59 54 113 合計 571 488 1,059
表－２　年齢分配（山下調査）
年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計 年齢 男 女 合計
0.6~1.0 7 5 12 3.6~4.0 30 20 50 6.6~7.0 15 16 31
1.0~1.6 13 15 28 4.0~4.6 20 23 43 7.0~7.6
3 2 5
1.6~2.0 18 18 36 4.6~5.0 24 19 43 7.6~8.0
2.0~2.6 17 19 36 5.0~5.6 28 31 59 8.0~8.6 0 0 0
2.6~3.0 22 22 44 5.6~6.0 32 32 64 8.6~9.0 0 0 0










































































































0.6〜 1.0 0 0
1.0〜 1.6 0 10
1.6〜 2.0 2.08 33.33
2.0〜 2.6 6.17 64.52
2.6〜 3.0 20.93 81.08
3.0〜 3.6 44.93 85.29
3.6〜 4.0 54.88 85.11
4.0〜 4.6 83.52 92.68
4.6〜 5.0 87.78 95.12
5.0〜 5.6 91.18 96.43
5.6〜 6.0 89.22 94.83
6.0〜 6.6 93.81 98.55
6.6〜 7.0 97.06 96.67
7.0〜 7.6 94.74 100
7.6〜 8.0 100
8.0〜 8.6 97.44
8.6〜 9.0 100
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図１　茶碗と箸を両手で使用する
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この原因として考えられることは、親のしつけ意識の変化、親子が一緒に食事をする機会の
減少、幼児の使用する食器の変化、等があるのではないだろうか。しつけ意識の変化と食事機
会の減少は食事の習慣全体に影響を及ぼしており、これ以外の項目での標準年齢の変化にも影
響を及ぼしていると考えられる。ただ、食器の変化はこの項目に特に大きく影響しているだろ
う。山下調査の昭和11年ころの食器といえば、家庭で使用するのは陶器か漆器であったと考え
てよいだろう。また、その形状は幼児が使用する食器も大人が使用する食器も同じ物で、大き
さが違うだけであった。そのため親の食事の姿が子どもにとっての良いモデルとなり、比較的
早い年齢段階でも無理なく身につけることができたのである。しかし現代の乳幼児が使用して
いる食器は、割れないことや、耐久性、軽さ、かわいいデザインといった機能面や見た目が重
視されており、大人の使用している食器とはまるで別の物である場合が多いようである。特に
面が３〜４分割されている皿を使用している場合、皿を持って食べることは不可能なので、両
手を同時に使用することはあり得ない。このような形状の食器は、食事の習慣が身に付いてい
ない乳幼児に取っては不適であると考えられるのであるが、片付ける手間が省けるからなのか
使用している家庭は珍しくない。また、プラスチックの素材は耐久性に富み割れる心配が少な
いので、乳幼児の食器の素材として多く使用されている。だが、熱が伝わりやすく、手で持つ
には熱かったり、軽すぎて不安定だったりすることも多く、子どもにとっては意外と使いづら
い場合がある。子ども自身が手で持ちやすい食器でなければ、食器を持つようにならないのは
自然なことなのであろう。中にはこのような食器が保育現場で使用されている場合もあり、食
育を見直す意味でももう一度食器の素材や形状から考え直す必要があるのではないだろうか。
食器と箸をそれぞれの手に持って同時に使用する食事の仕方は、他の国ではあまり見られない
日本独特の文化である。その姿は本来美しいはずであるが、現代の親世代ですら美しく食事が
できる大人が減ってきている。ただ栄養的に満たされれば良いという食事に対する考え方を変
えなくてはいけないであろう。
２．睡眠時間の変化に関して
睡眠の習慣の中でも、就寝時刻に関しては山下調査と大きな違いが生じている。図２は両調
査の３〜５歳の就寝時刻を比較しているものである。これを見ると明確なように、どの年齢に
おいても約２時間の差が生じているのである。つまり現代の幼児は昭和11年ころに比べ２時
間も遅寝であるということになる。また、山下調査では年齢が小さい子ほど早く就寝する傾向
があり、夜中まで起きているような子どもは、どの年齢でも皆無である。ところが今回の調査
では、幼稚園入園前の年齢の子どもの中には深夜まで起きている子どもが数人存在していた。
まるで昼夜逆転の生活である。山下調査の時代と現代とを比べて、日の出や日の入りの時刻が
大きく違っているわけでも、学校や会社の始業時間が大きく変化しているわけでもない。にも
かかわらず就寝時刻に２時間のズレが生じ、夜中まで起きているなどというように大人の生活
に子どもがつきあわされている状態は、子どもの心身の発達にとって大きな問題であろう。
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さらに、今回の調査の方が２時間遅寝になっているということは、山下調査の行われた昭和
11年のころの幼児に比べ、夜に過ごす時間が長くなっているということになる。では、就寝が
遅くなった分の２時間を、子どもたちはどのように過ごしているのであろうか。山下調査の頃
には、幼児は午後８時までにはほとんどが就寝しているので、夕食や入浴後の時間はそれほど
長くはなかったであろう。就寝前に少し本を読んだり、お話をしたりして過ごす程度だったと
考えられる。午後７時頃に就寝している子どもも少なくないので、午後８時以降は大人だけの
時間であった。現代の子どもたちが、その成長に良い影響を与えるような夜の時間を使ってい
るのであれば良いのだが、実際はそうではない場合が多いようである。例えば、遅い時間にコ
ンビニに子どもを連れて買い物くる親、子ども連れで遅くまで居酒屋にいる親は最近では珍し
くなくなっている。また、このような非常識な親でなくとも、女性の社会進出に伴い共稼ぎ家
庭が増えたことで、夕飯の時間そのものが遅くなっている状況もある。保育所の開所時間はど
んどん延長され、午後７〜８時ころまで保育所で過ごしている子どもたちは、家庭に帰って夕
食を食べ、入浴し、その後に就寝するとなれば当然午後10時過ぎになってしまうのである。つ
まり、大人の生活に合わせて子どもが生活をさせられているということになる。遅寝になった
分起床時刻がそれほど山下調査に比べて遅くなっているわけではないので、睡眠が不十分なま
ま朝を迎えることになっているようである。そして不足分を昼寝で補うようにしている実態も
これまでの我々の調査で明らかになっている。このような時間での日々の生活は、子どもの健
全な生活リズムを乱すことになってしまい、子ども自身に負担を強いているのではないだろう
か。
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３．オムツの離脱に関して
図３はおむつ使用児について山下調査と今回の調査を比較したものである。これを見ると、
山下調査は１歳〜１歳６ヶ月におむつはずしのピークがあることが分かる。そして４歳６ヶ月
以降はおむつを使用している子どもは０％である。おむつ使用離脱の標準年齢は２歳６ヶ月と
なっている。しかし今回の調査においてはおむつはずしのピークが３歳〜３歳６ヶ月になって
おり、２年もの差が見られる。さらに、２歳６ヶ月段階を比較してみると、70年前はほとんど
の子どもがおむつを使用していないが、現代はまだ７割近くの幼児がおむつを使用しているの
である。今回の調査におけるおむつ使用離脱の標準年齢は３歳６ヶ月である。70年前に比べお
むつ離れが１年遅れているということであるが、全体的には２年ほどの遅れがあると見た方が
良いだろう。おむつ使用離脱の遅れ
は、かつては幼稚園でおむつをしてい
る幼児はほとんど見られなかったが、
現代ではどこの園でも普通に見られ、
常態化していることからも納得でき
ることだといえる。
おむつ離れの遅れの原因として考
えられることの一つは、70年前には存
在しなかった紙おむつの使用であろ
う。排尿の事後通告の状況を見ると、
山下調査では１歳〜１歳６ヶ月で70
％以上ができているが、今回調査では
同年齢段階で１割にも達していない。
紙おむつは排尿後も非常に快適であ
るように作られているので、不快感か
ら排尿の通告をする習慣が付くこと
を考えると当然の結果であろう。
そのほかの原因と考えられる点は、
排便の規則性ではないだろうか。図４
に示すように、排便の規則性について
山下調査においては幼児全体の約50
％に規則性があったのだが、今回の調
査では約30％ほどである。おむつを外
す際には、子どもが排泄するタイミン
グを知っておく方がスムーズに進行
するものである。排便の時間に規則性
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図３　おむつ使用終期の年齢的分配
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図４　大便の時間が一定している幼児の割合
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があれば、その時間に子どもの様子を注意してみることで、トイレに誘うことも可能であろう。
しかし現代の子どもたちのように、いつ排便するか分からなければタイミング良くトイレに誘
うことが難しくなるのではないだろうか。そのような積み重ねが、おむつの離脱年齢を遅らせ
る要因になっていると考えることができるのである。
４．現代の清潔志向に関して
現代社会は清潔志向が非常に高く、多くの抗菌グッズが販売されている。子育てにもその清
潔志向が影響しており、子ども用の石けんや歯磨き粉などは、子どもが使いたくなるような
様々な工夫がされている。健康志向も強く、虫歯に関しても親の意識は非常に高くなっている。
昭和30年代までは珍しくなかった「みそっ歯」と呼ばれたひどい虫歯も、現代ではほとんど見
られないのである。これは、乳歯の虫歯が永久歯にまで影響することが周知のこととなり、親
が乳歯の虫歯に気をつけるようになったためであろう。幼稚園や保育所でも食後に歯磨きの時
間を設けることが常識になっている。このような背景があるため、図５に示すように、就寝前
の歯磨きの習慣に関しては山下調査と今回の調査には大きな違いが出た。今回の調査では1歳
前から就寝前の歯磨きを始める子どもが出現し、その後急増して１歳６ヶ月には85.42％にま
でなっている。そしてその後も95％前後の高い数値のままである。ところが山下調査では、１
歳〜１歳６ヶ月に出現するものの、幼児期には全体の３割に満たないほどの低い値で推移して
いるのである。最高年齢の７歳〜８歳ですら60％にしかならず、自立は見られない。親のしつ
け意識の変化や保育や教育に関わる大人の意識が変わり、子どもに対して働きかけることで良
い習慣を身につけることができるという良い例といえるだろう。
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図５　就寝前の歯磨きの比較
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５．着脱衣の自立の早まりに関して
図６・７を見ると、着衣の完全自立・脱衣の完全自立ともに今回調査の方が山下調査に比べ
かなり早くなっていることが分かる。今回調査では脱衣の完全自立は１年６ヶ月、着衣の完全
自立は２年６ヶ月であるが山下調査では着衣・脱衣ともに３歳６ヶ月が自立の標準年齢なので
ある。着脱衣に対する興味や意欲が出現する年齢は、これまでに報告している通り、両調査で
６ヶ月しか違わないので、着脱の個々の行動を身につけていく過程に何か大きな違いがあると
考えるべきであろう。
約70年前と最も違う点といえば、衣類の形態や素材の違いである。現代の子供服は簡単に着
脱ができるような柔らかく伸縮性に富んだ素材が多い。素材が良いためか、多少引っ張っても
型くずれしたり破れたりすることも少ない。そのため、親も安心して子どものやりたいように
させることができるだろう。何より、Ｔシャツやトレーナーのようなかぶり物や、ウエストが
ゴム製のズボンなどのように、ボタンやひものような扱いの難しい部品がついていないのであ
る。子どもにとって扱いやすい服の誕生が、着脱衣の標準年齢を早めた一因といえるだろう。
ただし、ボタンをとめる、ひもを結ぶ、といった項目については、山下調査の結果よりかな
り遅れが見られるので、着脱衣の完全自立が早まったといっても、安易に安心することはでき
ないのである。
0.6
～
1.0
1.0
～
1.6
1.6
～
2.0
2.0
～
2.6
2.6
～
3.0
3.0
～
3.6
3.6
～
4.0
4.0
～
4.6
4.6
～
5.0
5.0
～
5.6
5.6
～
6.0
6.0
～
6.6
6.6
～
7.0
7.0
～
7.6
（年齢）
（％）
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
今回調査
山下調査
図６　脱衣の完全自立の比較
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
今回調査
山下調査
0.6
～
1.0
1.0
～
1.6
1.6
～
2.0
2.0
～
2.6
2.6
～
3.0
3.0
～
3.6
3.6
～
4.0
4.0
～
4.6
4.6
～
5.0
5.0
～
5.6
5.6
～
6.0
6.0
～
6.6
6.6
～
7.0
7.0
～
7.6
（年齢）
（％）
図７　着衣の完全自立の比較
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Ⅵ．まとめ
基本的生活習慣は、親や保育者が日々根気よく接し、繰り返し行うことでしか身に付かない。
面倒くさく手間の掛かることで、忙しく生活をしている現代人とは全く違う時間の使い方であ
ろう。親や保育者が、自分のペースに子どもを合わせるようなやり方では身につけることはで
きないのである。最初に述べたとおり、基本的生活習慣を身につけることは、今後の社会生活
を送る上で非常に大切なことである。表４は山下調査と今回の調査の結果から明らかになっ
た、基本的生活習慣の自立の標準年齢を比較して表している。これを見ると、現代の幼児の自
立が遅れている項目がはっきりとわかるのである。
70年間に乱れてしまった現状に対して、危機感をもって改善をする必要があるだろう。
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表
４
　
基
本
的
生
活
習
慣
の
自
立
の
標
準
年
齢
年
齢
食
事
睡
眠
排
泄
着
脱
衣
清
潔
山
下
調
査
（
昭
和
11
年
）
今
回
調
査
（
平
成
15
年
）
山
下
調
査
（
昭
和
11
年
）
今
回
調
査
（
平
成
15
年
）
山
下
調
査
（
昭
和
11
年
）
今
回
調
査
（
平
成
15
年
）
山
下
調
査
（
昭
和
11
年
）
今
回
調
査
（
平
成
15
年
）
山
下
調
査
（
昭
和
11
年
）
今
回
調
査
（
平
成
15
年
）
1.
0
自
分
で
食
事
を
し
よ
う
と
す
る
排
尿
排
便
の
事
後
通
告
1.
6
自
分
で
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
飲
む
ス
プ
ー
ン
を
自
分
で
持
っ
て
食
べ
る
自
分
で
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
飲
む
ス
プ
ー
ン
を
自
分
で
持
っ
て
食
べ
る
・
食
事
前
後
の
挨
拶
就
寝
前
の
排
尿
排
尿
排
便
の
予
告
ひ
と
り
で
脱
ご
う
と
す
る
就
寝
前
の
歯
磨
き
2.
0
こ
ぼ
さ
な
い
で
飲
む
就
寝
前
後
の
挨
拶
ひ
と
り
で
脱
ご
う
と
す
る
く
つ
を
は
く
ひ
と
り
で
着
よ
う
と
す
る
2.
6
ス
プ
ー
ン
と
茶
碗
を
両
手
で
使
用
こ
ぼ
さ
な
い
で
飲
む
箸
と
茶
碗
を
両
手
で
使
用
ス
プ
ー
ン
と
茶
碗
を
両
手
で
使
用
お
む
つ
の
使
用
離
脱
付
き
添
え
ば
ひ
と
り
で
用
が
足
せ
る
排
尿
排
便
の
事
後
通
告
ひ
と
り
で
着
よ
う
と
す
る
く
つ
を
は
く
帽
子
を
か
ぶ
る
手
を
洗
う
う
が
い
手
を
洗
う
3.
0
こ
ぼ
さ
な
い
で
食
事
を
す
る
食
事
前
後
の
挨
拶
箸
の
使
用
こ
ぼ
さ
な
い
で
食
事
を
す
る
パ
ン
ツ
を
と
れ
ば
用
が
足
せ
る
排
尿
排
便
の
予
告
付
き
添
え
ば
ひ
と
り
で
用
が
足
せ
る
パ
ン
ツ
を
は
く
顔
を
拭
く
石
鹸
の
使
用
3.
6
箸
を
正
し
く
使
う
一
人
で
食
事
が
で
き
る
箸
の
使
用
一
人
で
食
事
が
で
き
る
昼
寝
の
消
失
寝
間
着
に
着
替
え
る
就
寝
前
の
排
尿
排
尿
の
自
立
お
む
つ
の
使
用
離
脱
排
尿
の
自
立
パ
ン
ツ
を
と
れ
ば
用
が
足
せ
る
帽
子
を
か
ぶ
る
前
ボ
タ
ン
を
か
け
る
両
袖
を
通
す
・
靴
下
を
は
く
脱
衣
の
自
立
・
着
衣
の
自
立
石
鹸
の
使
用
食
前
の
手
洗
い
4.
0
握
り
箸
の
終
了
箸
と
茶
碗
を
両
手
で
使
用
添
い
寝
の
終
止
就
寝
前
後
の
挨
拶
排
便
の
自
立
夢
中
粗
相
の
消
失
排
尿
の
自
立
パ
ン
ツ
を
は
く
前
の
ボ
タ
ン
を
か
け
る
う
が
い
・
顔
を
洗
う
顔
を
拭
く
・
鼻
を
か
む
顔
を
洗
う
・
髪
を
と
か
す
鼻
を
か
む
4.
6
排
便
の
完
全
自
立
（
紙
の
使
用
）
夢
中
粗
相
の
消
失
両
袖
を
通
す
靴
下
を
は
く
5.
0
就
寝
前
の
排
尿
の
自
立
排
便
の
完
全
自
立
（
紙
の
使
用
・
和
式
洋
式
の
利
用
）
ひ
も
を
前
で
結
ぶ
脱
衣
の
自
立
口
ゆ
す
ぎ
（
朝
）
食
前
の
手
洗
い
・
髪
を
と
か
す
朝
の
歯
磨
き
5.
6
就
寝
時
の
付
き
添
い
の
終
止
寝
間
着
に
着
替
え
る
朝
の
歯
磨
き
6.
0
箸
を
正
し
く
使
う
昼
寝
の
終
止
就
寝
前
の
排
尿
の
自
立
着
衣
の
自
立
6.
6
添
い
寝
の
終
止
就
寝
時
の
付
き
添
い
の
終
止
7.
0
＊
ひ
も
を
前
で
結
ぶ
（
8
歳
）
